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　　　　　春の森を彩るカタクリ（寿都町樽岸）
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「遊々の森」で子どもたちと森林教室

森林ふれあい推進事業で森林レク

台風被害跡地でボランティア植樹

１．国民参加の森林づくりの推進
●企業による森林づくり活動
　地球温暖化の防止など地球環境保全への関心が
高まっている中で、企業が社会貢献活動の一つと
して取り組もうとしている森林づくり活動に対
し、国有林内の台風被害跡地などを活動場所とし
て提供します。

●ボランティア組織による森林づくり活動
　常呂川森林環境保全ふれあいセンターでは、「オ
ホーツクの森自然再生モデル事業」や植樹、森林
散策の実施を通じ、今年新たに設立された森林ボ
ランティア「オホーツクの会」の活動を支援しま
す。

２．森林とのふれあい・教育的利用の推進
●レクリエーションの森の整備・活用
　ニセコ神仙沼自然休養林や知床地区ほか８個所で歩道の
バリアフリー化などの整備を進めていきます。

●森林環境教育の推進
　▪ 「遊

ゆう

々
ゆう

の森」協定締結の推進
　�　森林での体験活動を通じ、子どもたちの人格形成や知
識習得を目指す「遊々の森」協定について、学校等との
締結を推進します。

　▪ グリーン・サポート・スタッフ（GSS）の活動
　�　登山道や林道の巡視・整備、入林者へのマナー啓発等
を行うGSSの活動地域に「雌阿寒・オンネトー」と「恵山」
を追加、知床地域などでは増員を行います。

　▪ 森林ふれあい推進事業の実施
　�　森林散策等を通じて森林とのふれあいの場を提供する
ため、２回のイベントを開催します。

　▪ 各地で開催されるイベントへの協力
　�　『オホーツク「木」のフェスティバル』において、森
林の普及・啓発のための各種イベントを実施します。

　北海道森林管理局は、北海道の森林面積の５５％に当たる
307万㌶の国有林を守り育てています。
　平成20年度は、主な取組として次の8つのテーマを掲げ、
「国民の森林づくり」を進めていきます。



北海道国有林の主な取組事項

�

自然再生に向けた郷土樹種の種子採取

知床・ボランティア等活動拠点施設

土石流災害から市街地を守る治山施設

植栽による森林防災機能の強化

３．知床自然遺産地域における取組み
●知床の森林を国民参加で永久に守るため 
　▪ ボランティア等活動拠点施設
　�　５月９日に斜里町ウトロ地区にオープンします。
　�　また、現在、同町中心部にある知床森林センターの庁
舎を同ウトロ地区に移転新築します。 

　▪ 知床の自然を楽しく学ぶツアー
　�　北海道庁との共催で９月�7日に実施する「育樹祭」
をメイン行事として、９月�6〜�8日、東京からの２泊
３日のツアーを関係機関と連携して実施します。

４．公益的機能重視の森林施業等の推進
●NPO等との連携による自然再生の推進 
　▪ 上サロベツ自然再生協議会における取組み
　�　利尻礼文サロベツ国立公園内の上サロベツ地区で、
水位の低下や湿原の乾燥化等に対する対策を検討する
ための各種調査を実施します。 

　▪ 釧路湿原自然再生協議会における取組み
　�　釧路湿原上流部の雷別地区で、ミズナラ、カシワ等
の郷土樹種からなる森林へ再生するため、天然更新や
住民参加による植栽、植生や甲虫等のモニタリング調
査を実施します。

●災害から国民の生命財産を守るための取組み 
　▪ 災害防止に向けた治山対策の取組み
　�　荒廃地拡大のおそれやその周辺の荒廃危険地におけ
る大規模災害を防止するため、新たな治山施設の設置
や既設の治山施設を活用して、効果的・効率的な対策
を進め、土石流等の災害から国民の生命財産を守るこ
とに努めていきます。 

　▪ 森林の防災機能の強化に向けた取組み
　�　集中豪雨や台風等により山地災害が発生した地域で
人家や公共施設等に多大な被害が及ぶことが懸念され
る場合は、渓間工や森林整備の実施により荒廃地の復
旧整備を図り、森林防災機能を回復させます。
　�　また、治山工事の実施に当たっては木材を多用する
など、自然環境にやさしい施工技術の開発にも取り組
みます。 

　▪ 台風等による森林被害地の復旧への取組み
　�　平成１６年９月の台風１８号による森林被害地を復旧す
るため、地拵を約7８0㌶、植付を約１,040㌶実施します。
　�　また、平成１８年１0月の低気圧による森林被害地を復
旧するため、植付を約１90㌶実施します。



北海道国有林の主な取組事項

�

保護林でのモニタリング調査

サミットが開かれる洞爺湖

森林環境教育の推進

人工林での間伐の推進

５．地球温暖化防止対策の推進
●森林吸収目標の達成に向けた森林整備の推進
　▪ 人工林間伐の推進
　�　約�9,000㌶の人工林で間伐を実施し、森林吸収源
対策に積極的に取り組みます。

　▪ 笹生地等の森林への改良
　�　旺盛な笹の繁殖により天然更新が阻害されている個
所を対象に、原生植生をイメージした植え込み等によ
る森林再生を実施します。

　▪ 森林土木工事における木材利用の推進
　�　地球温暖化防止に貢献するため、国有林内の治山・
林道工事に間伐材を積極的に利用します。

６．生物多様性機能の充実
●生物多様性の保全に資するプロジェクトの推進
　優れた自然環境を有する森林の維持管理を推進するた
め、生物多様性の保全に資する現地プロジェクトを道内の
４地域で推進します。

●保護林設定区域の見直し
　保護林内の機能評価に必要なデータを収集し、保護林の
体系的な管理を推進するため、翌年度に森林計画を樹立す
る区域内の保護林でモニタリング調査を実施し、今後の管
理に反映していきます。

７．国民の森林としての管理経営
●北海道洞爺湖サミットへの対応
　▪ 記念行事の開催等
　�　サミット開催時期に合わせて、自然環境の保全や地球
温暖化防止に果たす森林の役割を広くアピールするため
に、地元漁協等と連携したサミット会場周辺国有林の環
境整備、「国際交流森林環境フォーラム（仮称）」の開催、
「美しい森林づくり」を紹介するパネル展示及びリーフ
レット配布などを行います。

　▪ 不法投棄防止への取組み 
　�　国有林内における廃棄物の不法投棄を防止するため、
巡視と啓発活動を強化します。

●モデルプロジェクトの推進
　野幌森林公園（江別市ほか）において、市民参加による
植栽木の保育、侵略的外来種の一部駆除、モニタリング調
査、「野幌森林づくり塾」などを行います。

●自然再生と森林環境教育の推進
　森林環境保全ふれあいセンターでは、自然再生と森林環
境教育を推進するため、自然再生ボランティア団体等への
技術指導、「森林づくり塾」の開催、生物の特徴等を学ぶ
観察路の整備、森林環境教育の指導者向けマニュアルの整
備を行います。



北海道国有林の主な取組事項

�

森林認証制度の学習会

道産木材を使った住宅の建築

「森の市」で道産木材の利用をＰＲ

８．林業・木材産業の再生
●網走西部流域の森林認証後の取組み
　▪ 森林認証材での家づくりの支援
　�　森林認証による持続可能な国有林経営をＰＲするとと
もに、森林認証材の供給を通じて北海道の林業・木材産
業の再生に取り組みます。

　▪ 森林認証材の活用に向けた取組み
　�　北海道庁など関係機関とも連携し、ポスター等の作成、
認証工場拡大への支援、認証材の利用拡大に向け、地元
工務店への制度趣旨のＰＲ等を通じて、網走西部流域の
森林認証の普及を推進します。

　▪ 森林認証材の供給を通じた
　　　　　　　　持続可能な森林経営の普及・啓発
　�　森林認証取得による国有林経営に対する信頼度の向上
を図るとともに、国有林の地域振興への寄与をアピール
します。

●国有林材の安定供給と道産材の利用推進
　▪ 素材のシステム販売の推進
　�　人工林間伐材の需要を拡大すると共に、木材の生産・
流通・加工の担い手を育成するため、素材のシステム販
売を行います。今年度の協定量の目標は、昨年度の３倍
に相当する１５万㎥とします。

　▪ 国有林材の販売コストの削減
　�　国有林材の安定供給体制を確立するため、各分野にお
いて、図面を活用した簡易な調査方法の導入や製品生産
事業請負の一般競争入札を推進し、コスト削減に徹底的
に取り組みます。

　▪ 道産材の利用推進
　�　５月末に開催する「森林の市」や１0月の「木づかい推
進月間」に開催するイベント等を通じ、道産材の利用推
進をＰＲします。

　　　 主 要 事 業 量

　

四
月
十
八
日
（
金
）、
北
海
道
国
有
林
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主
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組
み
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マ
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コ
ミ
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社

向
け
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記
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発
表
を
行
い
、
記
者
の
み
な

さ
ん
か
ら
熱
心
な
質
問
を
受
け
ま
し
た
。

　

北
海
道
森
林
管

理
局
で
は
新
年
度

も
引
き
続
き
、
道

民
の
み
な
さ
ん
と

と
も
に
健
全
で
、

活
力
あ
る
森
林
づ

く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

記者発表を行いました

注：（　）は前年度繰越額で外書
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１．道庁赤レンガ前でカミネッコンに苗木
を植えました

２．募金協力員のボーイ・ガールスカウト
のみなさんと一緒に募金を呼びかける谷
口次長

　４月２６日（土）、春の風物詩「緑の募金」の街頭募金出発式（主
催　北海道森と緑の会）が、募金の普及啓発と「北海道洞爺湖サ
ミット」の気運醸成及び成功を願い、札幌市中央区の北海道庁赤
レンガ前で開催され、北海道森林管理局からは谷口次長が出席し
ました。
　当日は晴天に恵まれ、主催者及び来賓のあいさつの後、山本北
海道副知事や谷口次長からボーイ・ガールスカウト代表へ募金箱
と緑の羽根が伝達され、両代表から元気に決意表明が行われた後、
カミネッコンによる苗木づくりなどが行われました。
　その後、会場を札幌三越前に移し、道行く市民に募金協力の呼
びかけとライラックの苗木のプレゼントなどを行いました。

（指導普及課）

２

１

　４月８日（火）、平成２0年度北海道森林管理局
新規採用等職員２4名の入庁式を行いました。
　式では山田局長から「公務員としての責任ある
行動」、「失敗をおそれずチャレンジすることの重
要性」等について訓辞があり、国有林のフレッシ
ュマンとして新たな一歩を踏み出した職員は決意
を新たにしていました。�������������　　　（総務課）

フレッシュマン２４名
　　  森林づくりへの決意新たに入庁式
フレッシュマン２４名
　　  森林づくりへの決意新たに入庁式

北
海
道
森
林
管
理
局

　
　
　

計
画
部
長

安　

樂　

勝　

彦

紹
介
し
ま
す

昭
５６
・
４　
農
林
水
産
省
入
省

平
２
・
８　
北
海
道
営
林
局

　

振
内
営
林
署
長

平
４
・
８　
北
海
道
営
林
局

　

職
員
厚
生
課
長

平
１１
・
４　
群
馬
県
林
務
部

　

森
林
保
全
課
長
・
林
政
課
長

平
１4
・
４　
林
野
庁
木
材
課

　

木
材
環
境
技
術
専
門
官

平
１５
・
７　
林
野
庁
治
山
課

　

山
地
災
害
対
策
室
長

平
１８
・
４　
近
畿
中
国
森
林
管
理
局

　

森
林
整
備
部
長

平
２0
・
５　
現
職

子どもたちの元気なかけ声が響く

緑の募金活動
子どもたちの元気なかけ声が響く

緑の募金活動
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toto

第 話1

自然の中で楽しく遊び、
　その大切さ、すばらしさ体感！

道内各地で活躍中の“隊長さん”を紹介します

中頓別町「森」の価値を再発見！
～春はオオルリ・身近な自然の不思議を遊び学ぶ～

中頓別環境ボランティアサークル

森ぱる’ｓ

　

「
あ
っ
、
花
が
違
う
ん
だ
！

フ
キ
ノ
ト
ウ
に
も
雄
と
雌
が
あ

る
の
か
ぁ
」、
目
を
凝
ら
し
て

フ
キ
ノ
ト
ウ
と
向
い
合
っ
て
い

た
参
加
者
か
ら
驚
き
の
声
が
あ

が
っ
た
。
道
端
の
植
物
か
ら
新

し
い
発
見
を
し
た
そ
の
時
、
当

た
り
前
に
知
っ
て
い
る
と
思
っ

て
い
た
自
然
に
深
み
が
生
ま

れ
、
春
景
色
の
彩
り
が
少
し
だ

け
増
す
気
が
す
る
。

　

こ
れ
は
四
月
二
十
日
に
『
そ

う
や
自
然
学
校
（
中
頓
別
町
）』

で
開
催
さ
れ
た
自
然
観
察
会
で

の
一
場
面
で
す
。

　

北
の
て
っ
ぺ
ん
、
稚
内
市
か

ら
一
〇
〇
キ
ロ

の
中
頓
別
町
は
、

北
緯
四
五
度
の
北
方
圏
に
位
置

し
ま
す
。
明
治
時
代
に
砂
金
が

発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
歴
史
が

は
じ
ま
り
、
原
生
林
を
切
り
拓

い
た
林
業
華
や
か
な
時
代
も
今

は
昔
、
現
在
は
酪
農
を
基
盤
産

業
と
す
る
人
口
二
千
人
の
小
さ

な
町
で
す
。

　

私
は
六
年
前
、
豊
か
な
自
然

が
身
近
に
存
在
す
る
こ
の
町
に

惹
か
れ
て
移
住
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
地
域
の
森
を
テ
ー
マ
に

活
動
す
る
『
森
ぱ
る
＇Ｓ
（
し

ん
ぱ
る
す
）』
と
い
う
住
民
グ

ル
ー
プ
と
出
会
い
ま
し
た
。

　

森
ぱ
る
＇Ｓ
は
中
頓
別
町
に

暮
ら
し
て
い
た
森
林
官
が
中
心

と
な
り
立
ち
上
げ
た
、
環
境
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
で
、
小

学
生
か
ら
八
〇
代
の
お
じ
い
ち

ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
が
、

一
緒
に
森
林
や
自
然
に
親
し
む

活
動
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

毎
年
、
春
は
林
道
で
野
鳥
の

観
察
を
行
い
、
オ
オ
ル
リ
の
鮮

や
か
な
青
色
に
た
め
息
を
つ

き
、
子
ど
も
た
ち
は
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
の
卵
を
突
っ
つ
い
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
中
頓
別
町
で
は
森
林

の
価
値
を
高
め
る
新
し
い
活
動

が
始
ま
っ
て
お
り
、
今
年
の
春

か
ら
、
自
然
活
動
を
通
じ
て
子

ど
も
た
ち
の
育
成
を
促
す
『
そ

う
や
自
然
学
校
』
の
取
組
み
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
中
頓
別
町
国
保

病
院
の
住
友
和
弘
院
長
が
、
森

と
健
康
づ
く
り
を
結
び
つ
け
た

『
森
林
療
法
』
の
取
組
み
を
全

国
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
に
は
森
ぱ
る

＇Ｓ
も
加
わ
り
、
ま
た
多
く
の

住
民
参
加
が
あ
り
ま
す
。

　

住
民
の
自
然
へ
の
思
い
は
、

身
近
な
森
に
寄
添
っ
て
暮
ら
し

て
き
た
地
域
性
・
歴
史
が
反
映

さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。「
森
づ
く
り
」
が
「
町
づ

く
り
」に
つ
な
が
る
地
域
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
森
林
を
活
か
し

た
取
組
み
に
、
国
有
林
の
職
員

の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
方

に
知
恵
を
貸
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
一
度
、
中
頓
別
町
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
道
北
の
森

で
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

NEWNEW

今月の ”隊長”
　森ぱる’s事務局
　西　原　央　騎さん
　2003年中頓別町に移住し、
昨年まで観光協会スタッフと
して町の魅力を発信。現在、
養蜂の修行中で、宗谷地域な
らではの逸品、チシマアザミ

を蜜源とするハチミツを作る33歳。プロジェクトワイルド
エデュケーター・ＰＬＴファシリテーター。
○森ぱる’sの連絡先　Tel/Fax（01634）8-2500（西原）
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十
勝
東
部
森
林
管

理
署
は
十
勝
森
林
計

画
区
の
北
東
部
に
位

置
し
、
中
央
を
十
勝

川
支
流
の
利と
し

別べ
つ

川
が

南
に
流
れ
て
い
ま

す
。

　

管
内
は
こ
の
川
に

沿
っ
て
陸
別
町
、
足

寄
町
及
び
本
別
町
の

市
街
地
が
発
達
し
、

農
業
・
林
業
の
一
次

産
業
を
中
心
と
し
た

地
域
に
広
が
る
、
約

十
三
万
㌶
の
国
有
林

を
十
六
の
森
林
事
務

所
で
管
理
し
て
い
ま

す
。

　

私
は
昨
年
四
月
に

着
任
し
、
丸
一
年
が

過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
管
内
の
国
有
林

は
平
成
十
六
年
の
台
風
に
よ
る

被
害
木
処
理
を
終
え
て
、
い
よ

い
よ
復
旧
造
林
を
と
考
え
て
い

た
矢
先
の
平
成
十
八
年
秋
、
異

常
に
発
達
し
た
低
気
圧
に
よ
る

風
倒
被
害
を
再
び
受
け
、
そ
の

被
害
木
調
査
と
そ
の
処
理
作
業

に
終
始
し
、「
と
に
か
く
慌
た

だ
し
い
一
年
だ
っ
た
」
と
い
う

の
が
実
感
で
す
。

　

今
春
も
ま
た
四
月
早
々
に
道

東
地
域
を
襲
っ
た
低
気
圧
、
足

寄
に
隣
接
す
る
陸
別
地
区
で
は

観
測
開
始
以
来
の
ド
カ
雪
と
猛

吹
雪
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
自
然
の
猛

威
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く

森
林
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
け

る
一
年
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
署
は
平
成
十
九
年
度
末
に

十
名
の
職
員
が
定
年
退
職
を
迎

え
ま
し
た
が
、
こ
の
十
年
程
の

間
に
職
員
の
平
均
年
齢
は
五
十

代
か
ら
一
気
に
三
十
代
と
な

り
、
各
分
野
で
技
術
の
継
承
が

心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
の
よ
う
な
中
、
年
度
初
め
の

安
全
会
議
で
は
、
伐
木
造
材
作

業
基
準
等
に
係
る
熱
の
こ
も
っ

た
勉
強
会
を
開
催
（
災
害
事
例

に
よ
る
原
因
分
析
等
）、
今
後

は
生
産
現
場
で
の「
作
業
仕
組
」

等
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
予
定

し
、
そ
の
対
策
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

当
地
で
の
単
身
赴
任
生
活
も

二
年
目
を
迎
え
、
日
々
、
ゴ
ミ

の
分
別
に
頭
を
悩
ま
せ
、
物
忘

れ
も
多
く
「
指
差
呼
称
」
を
繰

り
返
す
こ
と
が
多
く
な
っ
た
昨

今
で
す
が
、
七
月
に
は
地
球
環

境
問
題
を
大
き
な
テ
ー
マ
と
す

る
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
、

私
生
活
に
お
い
て
も
「
サ
ミ
ッ

ト
開
催
」
に
ふ
さ
わ
し
い
一
年

と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

子どもたちに緑の大切さを伝えています

署署署署 長長長長
雑雑雑雑 感感感感

十勝東部森林管理署
署　長

山　田　孝　信

今
年
こ
そ
自
然
の
猛
威
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く

森
林
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い

風
倒
被
害
に
悪
戦
苦
闘
の
一
年

足寄町から雌阿寒岳を遠望
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三
月
二
十
六
日
（
水
）、
野

幌
森
林
公
園
内
に
お
い
て
侵
略

的
外
来
種
と
も
言
わ
れ
る
ニ
セ

ア
カ
シ
ア
の
伐
採
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

野
幌
で
は
、
平
成
十
六
年
秋

の
台
風
被
害
地
に
多
数
の
市
民

の
参
加
を
得
な
が
ら
植
栽
を
始

め
と
し
た
森
林
再
生
活
動
「
野

幌
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
一
部
の
再
生
活
動

地
で
は
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
の
自
然

発
生
が
著
し
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
目
標
と
す
る
「
百
年
前
の

原
始
性
が
感
じ
ら
れ
る
自
然

林
」
づ
く
り
に
支
障
を
き
た
す

こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
、
特

に
発
生
の
著
し
い
再
生
活
動
地

の
周
囲
に
あ
る
母
樹
二
十
一
本

を
選
定
し
ま
し
た
。

　

ニ
セ
ア
カ
シ
ア
を
駆
除
す
る

た
め
の
伐
採
の
適
期
は
、
萌
芽

力
が
多
少
弱
ま
る
夏
期
（
八
月

頃
）
が
有
効
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
春
か
ら
秋
に
か
け

て
は
多
く
の
一
般
市
民
が
公
園

を
利
用
す
る
た
め
、
比
較
的
公

園
利
用
者
が
少
な
く
、
伐
採
時

に
植
栽
木
な
ど
が
傷
つ
か
な
い

積
雪
期
に
伐
採
を
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

野
幌
の
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
は
、

大
正
時
代
に
植
栽
さ
れ
た
も
の

の
後
継
樹
と
考
え
ら
れ
、
今
回

の
伐
採
木
の
な
か
で
一
番
太
い

も
の
は
直
径
五
十
㌢
、
樹
高

二
十
一
・
五
㍍
、
樹
齢
は
年
輪

か
ら
約
五
十
六
年
生
で
し
た
。

　

ニ
セ
ア
カ
シ
ア
は
繁
殖
力
が

非
常
に
強
く
、
切
り
株
や
根
か

ら
も
萌
芽
再
生
す
る
た
め
、
生

長
状
況
を
調
査
し
な
が
ら
「
継

続
的
に
刈
払
う
」、
光
を
遮
断

す
る
た
め
に
「
防
草
シ
ー
ト
で

切
り
株
を
覆
う
」
な
ど
し
て
経

過
を
観
察
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
伐
採
木
は
、
丸
太
の

椅
子
や
柵
な
ど
野
幌
森
林
公
園

内
で
利
用
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

（
堀
川　

自
然
再
生
指
導
官
）

森林環境保全ふれあいセンターは、
国有林をフィールドとした自然再生
や生物多様性の保全、森林環境教
育などの活動を支援しています。

森林環境保全
ふれあいセンター
森林環境保全
ふれあいセンター

石狩地域

常呂川釧路湿原

駒ヶ岳・大沼

通 信

石狩地域森林環境保全
ふれあいセンター

　札幌市の地球に優しいまちづくり
を進める西区民会議から、西区のエ
コキャラクター「さんかくやまベェ」
を主人公に環境活動手引き絵本が発
行されました。
　この絵本は、西区の小学校５・６年生２３名からなる「こども編集局」
が、市内で環境活動に取り組んでいる団体や企業などを取材して、環境
とは何かを学び、そしてどんな環境問題がおきているのか、自分にでき
ることは何かをストーリーとして作成されたものです。
　絵本作成にあたっては、昨年１０月末、当センターに「こども編集局員」
７名が取材に訪れ、センター所長が森林
の持っている大切な役
割や私たちの生活や環
境と森林との関係など
について丁寧に解説し
たところ、できあがっ
た絵本ではセンター所
長の似顔絵入りの記事
となりました。

野
幌
森
林
公
園
で

　

外
来
種
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
伐
採

さんかくやまベェ＆荻原所長さんかくやまベェ＆荻原所長

「世界の森を大切に！」「世界の森を大切に！」
絵本で
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利
尻
島
の
主
体
を
成
す
最
北

の
活
火
山
「
利
尻
山
」

（
一
七
二
一
㍍
）
は
、
日
本
百

名
山
の
一
番
目
の
山
で
毎
年
約

一
万
人
の
登
山
者
が
訪
れ
、
そ

の
伏
流
水
「
甘
露
泉
水
」
は
、

日
本
百
名
水
に
数
え
ら
れ
、
山

麓
の
森
は「
森
林
浴
の
森
百
選
」

に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

利
尻
山
は
誕
生
か
ら
約

二
十
万
年
を
経
て
い
ま
す
が
未

だ
地
球
の
営
み
に
合
わ
せ
て
自

然
浸
食
を
受
け
続
け
、
す
そ
野

の
大
半
は
石
や
砂
が
堆
積
し
た

扇
状
地
。
ガ
レ
場
に
は
今
も
無

尽
蔵
の
土
砂
・
岩
石
が
貯
ま
っ

て
お
り
、
一
度
大
雨
が
降
る
と

土
石
流
と
な
っ
て
、
河
口
へ
と

流
れ
出
し
ま
す
。

　

近
年
で
は
平
成
十
八
・
十
九

年
と
二
年
連
続
し
て
土
石
流
が

発
生
し
、
幸
い
な
こ
と
に
負
傷

者
こ
そ
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
パ

ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
が
流
さ
れ
た

り
、
橋
が
埋
ま
っ
た
り
（
写
真

１
）
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
一
番
悩
ん

で
い
る
の
は
島
の
漁
師
さ
ん
達

で
、
漁
場
に
土
砂
が
入
り
込
む

と
地
元
名
産
の
利
尻
昆
布
や
ウ

ニ
な
ど
の
魚
介
類
が
被
害
を
受

け
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
利
尻
島
で
は
宗
谷

森
林
管
理
署
が
こ
の
よ
う
な
土

石
流
災
害
を
防
止
し
、
島
民
の

み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
に
治
山
事
業
（
写
真

２
）
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
現

場
を
担
っ
て
い
る
の
が
鴛
泊
治

山
事
業
所
で
す
。

　

現
場
で
は「
低
ダ
ム
群
工
法
」

と
い
う
、
渓
流
に
低
い
ダ
ム
を

連
続
し
て
設
け
、
こ
の
複
数
の

ダ
ム
に
よ
っ
て
水
と
土
砂
を
分

離
し
徐
々
に
流
動
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
弱
め
、
渓
流
空
間
全
体
で
土

砂
の
流
出
を
抑
え
る
と
い
う
工

法
を
と
っ
て
い
ま
す
。
ダ
ム
に

は
カ
ラ
マ
ツ
化
粧
型
枠
（
写
真

３
）
を
用
い
景
観
と
の
調
和
も

図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
地
で
発
生
し
た
土

砂
を
ふ
る
い
分
け
て
活
用
し
た

「
鋼
製
護
岸
工
」（
写
真
４
）

も
併
せ
て
施
工
し
て
い
ま
す
。

　

当
事
業
所
で
は
昨
年
は
数
十

件
の
治
山
工
事
を
抱
え
、
役
場

や
漁
協
と
の
打
合
せ
を
密
に
し

な
が
ら
工
事
を
進
め
て
き
ま
し

た
が
、
多
数
の
治
山
施
設
が
完

成
し
た
結
果
、
少
し
ず
つ
で
は

あ
り
ま
す
が
、
土
石
流
被
害
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

　

今
年
も
雪
解
け
と
と
も
に
治

山
工
事
が
始
ま
り
ま
す
が
、
今

後
も
引
き
続
き
島
民
の
み
な
さ

ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

利
尻
島
に
赴
任
し
一
年
が
過

ぎ
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
も
だ
い

ぶ
詳
し
く
な
り
ま
し
た
。
島
を

訪
れ
る
際
に
は
一
声
お
か
け
く

だ
さ
い
。

４ ２

３ １

海へ続く渓流で進められる治山事業

山 最 前 線 利尻島の国有林治山

無尽蔵の崩壊土砂にむかって無尽蔵の崩壊土砂にむかって
治

山地の保全・災害復旧などの治山事業を現地で担う
各地の治山事業所からのレポートを紹介します

宗谷森林管理署

鴛
おし

泊
どまり

治 山 事 業 所

NEWNEW

宗谷森林管理署

鴛
おし
泊
どまり
治山事業所

◦利尻富士町鴛泊字栄町195
◦電話／0163-82-1529

主任　大井　諭史
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国
内
最
大
の
国
立
公
園

石
狩
・
層
雲
峡
森
林
事

務
所
が
管
轄
す
る
国
有
林
は
、

そ
の
大
半
が
国
内
最
大
の
国
立

公
園
「
大
雪
山
国
立
公
園
」
内

に
位
置
し
、
雄
大
な
山
岳
地
帯

の
絶
景
と
、
活
火
山
か
ら
の
恩

恵
で
あ
る
「
層
雲
峡
温
泉
」
で

の
湯
浴
み
を
求

め
、
年
間
約
二
五

〇
万
人
も
の
観
光

客
が
訪
れ
ま
す
。

Ｇ
Ｓ
Ｓ
と
共

に
大
雪
山

を
守
る

　

当
森
林
事
務
所

で
は
、
国
立
公
園

内
で
の
保
全
業
務

を
担
っ
て
お
り
、

こ
の
業
務
に
は
平

成
十
八
年
度
か

ら
、
グ
リ
ー
ン
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

（
以
下「
Ｇ
Ｓ
Ｓ
」。

天
然
生
林
管
理
水

準
確
保
緊
急
対
策

事
業
で
一
般
公
募

し
た
臨
時
作
業
員
）が
加
わ
り
、

登
山
道
の
巡
視
・
整
備
、
入
山

者
へ
の
マ
ナ
ー
啓
発
、
入
山
者

名
簿
へ
の
記
載
指
導
等
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
大
雪
山
系
で
の

登
山
、
ス
キ
ー
経
験
が
豊
富
な

山
を
愛
す
る
三
名
の
ス
タ
ッ
フ

が
森
林
パ
ト
ロ
ー
ル
事
務
所
に

配
置
さ
れ
、
我
々
職
員
と
は
違

っ
た
角
度
か
ら
登
山
者
ら
に
接

し
、
国
有
林
が
実
施
し
て
い
る

保
全
業
務
の
重
要
性
な
ど
を
伝

え
ま
し
た
。

大
雪
山
の
問
題
点

大
雪
山
系（
上
川
町
側
）

に
は
、
年
間
約
六
万
人
の
登
山

者
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
伴
う

山
の
ト
イ
レ
・
登
山
道
の
荒

廃
・
野
生
動
物
へ
の
え
さ
や
り

等
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
モ
ラ
ル
の
問
題
に

は
啓
蒙
が
大
切
で
あ
り
、
登
山

者
の
理
解
を
い
か
に
得
る
か
が

日
々
の
テ
ー
マ
で
す
。

環
境
問
題
が
大
き
く
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

る
現
在
、
現
場
第
一
線
で
出
来

る
環
境
保
全
を
実
践
し
、
利
用

す
る
人
た
ち
に
そ
れ
を
伝
え
、

こ
の
国
内
最
大
の
国
立
公
園
を

未
来
に
残
す
一
助
に
な
れ
ば
と

思
い
、
日
々
業
務
に
当
た
っ
て

い
ま
す
。

Forester

Forester

Forester

Forester

森林官
リレー
森林官
リレー
森林官
リレー
森林官
リレー

黒岳山頂（1984㍍）から石室を望む

登山者を誘導するGSS

黒岳山頂に立つ山田管理官

層雲峡・大函・石狩
合同森林事務所

●上川郡上川町川端町13
●電話01658-2-3322

上川中部森林管理署
　層雲峡森林事務所

管理官
山田　和良

現
場
第
一
線
で
の
実
践
か
ら

　
　
　

大
雪
山
の
環
境
保
全
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い

大
雪
山
系
の
す
ば
ら
し
い
自
然
を
未
来
へ

(森林官事務取扱)



◇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
団
体
と
の
連
携
◇

・
新
山
川
草
木
を
育
て
る
集
い
植
樹
祭

・
コ
ー
プ
札
幌
み
ど
り
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
草
刈
り
作
業

・
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
法
人
の
森　

除
間
伐
作
業

・
支
笏
湖
周
辺
台
風
災
害
復
興
の
森

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
草
刈
り
作
業

・
ア
オ
ダ
モ
資
源
育
成
の
会
植
樹
祭

◇
地
域
活
動
と
の
連
携
◇

・
全
国
植
樹
祭
記
念
の
森
保
育
作
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
苫
小
牧
市
）

・
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
記
念
植
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
有
珠
山
山
麓
）

・
厚
岸
「
町
民
の
森
」
造
成
植
樹
祭

・
旭
川
木
材
親
交
会
・
Ｃ
Ｃ
Ｃ
保
育
活
動

・
函
館
市
民
参
加
の
植
樹
の
集
い

北の森21運動の会事務局
〒060-0004　札幌市中央区北４条西５丁目
北海道林業会館内　電話＆ＦＡＸ 011-242-8321

森づくり支援の活動
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「
北
の
森
２１
運
動
の
会
」
は
、

平
成
八
年
の
発
足
以
来
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
森
づ
く
り
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
北
海
道
洞
爺
湖
サ

ミ
ッ
ト
記
念
イ
ベ
ン
ト
や
昨
年

の
全
国
植
樹
祭
植
栽
地
の
保
育

に
参
加
す
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
年
間
活
動
と
し
て
植
樹
、

下
草
刈
り
、
枝
打
ち
、
除
間
伐

な
ど
の
森
づ
く
り
を
市
民
参
加

で
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
森
に
ふ
れ
・
森
に
学

び
・
森
づ
く
り
に
参
加
す
る
場

の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　

加
え
て
、
森
づ
く
り
の
輪
を

広
げ
る
た
め
、
各
地
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
と
連
携
し
て
活
動

し
、
そ
の
中
で
育
樹
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
対
象
と
し
た
刈
払
機
・

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
研
修
も
行
う
予

定
で
す
。　
　
　

（
企
画
課
）

北の森を
「守り・つくり・活かす」

北の森21運動を市民参加で

◇構成団体◇
北海道・北海道森林管理局・北海道林業協会・北海道木材産業協同組合連合会・
北海道森林組合連合会・北海道森と緑の会・北海道森林整備公社・北海道林業土
木連合協議会・日本森林技術協会・林野弘済会など関係６９団体機関

森づくり体験活動の予定

１０／１２（日）

親子参加の森づくり
（参加親子一般公募）

簾舞国有林（札幌市）

１０／１０（金）

簾舞の森にふれ学ぶ
（簾舞小学校）

簾舞国有林（札幌市）

１０／４（土）

枝打ち・間伐体験と工場見学
（参加者一般公募）

千歳国有林（千歳市）

９／９（火）

枝打ち・除伐体験
（リピーター主体）

恵庭国有林（恵庭市）

７／２６（土）

野幌森林公園植栽地
下草刈り２回目（リピーター主体）

野幌国有林（江別市）

８／２（土）

MOTTAINAIキッズ
プﾛジｪｸﾄ簾舞植樹

（札幌市西区子ども会）

簾舞国有林（札幌市）

７／１１（金）

ピアノの森
下草刈り（参加者一般公募）

恵庭国有林（恵庭市）

６／１7（火）

ボランティアの森
森林整備と森林観察

（参加者一般公募）

奧定山渓国有林（札幌市）

６／１６（月）

簾
みす

舞
まい

ボランティアの森
下草刈り（参加者一般公募）

簾舞国有林（札幌市）

６／１４（土）

野幌森林公園植栽地
下草刈り１回目（参加者一般公募）

野幌国有林（江別市）

昨年の森づくり植樹活動から



　 山火事に備えて
空中消火機材の使用訓練

【留萌北部署】
４月２３日（水）、
林野火災の空中
消火に安全かつ
迅速に対応する
ため、羽幌合同

森林事務所（羽幌町）で、留萌南部及び宗谷
署と合同で空中消火資機材の組立・使用訓練
を実践さながらに行いました。
　当署にはヘリコプターによる空中消火薬
剤、バケット等が配備されており、近年では、
昨年７月、今年４月２１日の林野火災時に出動
しています。
　山火事は起きないのが一番ですが、万が一
の場合には今回の訓練により適切な対応が出
来るものと考えています。

北海道洞爺湖サミット記念

　 さっぽろに緑を広めよう！
【石狩署】５月３１
日の「藻岩山の日」
に藻岩山国有林等
を会場に「さっぽ
ろに緑を広めよう」
連絡協議会主催の
北海道洞爺湖サミ
ット記念イベント
を開催します。
　当署では石狩地
域森林環境保全ふ

れあいセンターとも協力し、植栽フィールドの
提供、苗の製作体験、パネル展示などを行い、
国有林からの情報発信を行います。みなさんぜ
ひ遊びにいらしてください。
　○問い合わせ  同協議会事務局  0１１-２１１-２３76
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【寿都町・後志署】４月２２日（火）、寿都町にお
いて北海道一大きなミズナラと最北ブナ林の見学
会を社団法人日本技術士会北海道支部の主催で開
催し、平日にもかかわらず、町内外から５0名の参
加がありました。
　当日は、残念ながら、例年より融雪が進み、ミ
ズナラの巨木に近づくことができませんでした
が、町内湯別の寿都温泉周辺の森の、日本で一番
標高が低い所にあると言われるブナや国有林のブ
ナ天然林を見学し、「こんな立派な森が街の近く
にあるなんて」、「周囲は造林されているのに、な
ぜこれだけの天然ブナ林が残ったのだろう」など
感嘆の声があがっていました。
　続いて隣接するトドマツ人工林で黒松内森林事
務所の松本首席森林官から間伐方法の説明があ
り、普段なかなか見ることができない国有林の森
林管理について、参加者全員興味深く聞き入り、
「木材生産のためだけではなく、森の環境に配慮
した間伐方法をとっていることを初めて知った」
などの感想を話していました。
　最後に、「民間と国有林のコラボレーション」
とも言うべき、町内樽岸にある「法人の森林」を
見学し、契約者である寿都砕石㈱の蛯澤専務から
「南後志のブナなど様々な樹木や植物が一個所で
見ることのできる森林です」との説明を聞きなが
ら、ヒグマの爪痕が残るブナの木や、カタクリの
群落を散策しました。

　　　　　　　（寿都町役場産業振興課）

ミズナラ巨木と
最北のブナ林を見よう！

寿都町で

ミズナラ巨木と
最北のブナ林を見よう！

１．概要を説明する松本首席森林官
２．巨木を遠望「あそこだ！」
３．ブナ林を調べる北海道大学
　　春木准教授
４．大人２人でも抱えられないブナ

４

１

２

３

各地からの便り各地からの便り
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▽
五
月
二
十
五
日
（
日
）

　

第
59
回
北
海
道
植
樹
祭
in
中

標
津

中
標
津
町

▽
五
月
三
十
一
日
（
土
）

　

第
２２
回
「
森
林
の
市
」

ふ
れ
あ
い
広
場
あ
つ
べ
つ

▽
六
月
八
日
（
日
）

　

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
記
念
植
樹

上
川
中
部
署
管
内

▽
六
月
十
二
日
（
木
）

　

に
し
ん
の
森
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
委
員
会

留
萌
南
部
署
管
内

広報「北の森
も り

林　国有林」5月号　No.96
発行　北海道森林管理局
編集　保全調整課
　　　〒064—8537　札幌市中央区宮の森

3条7丁目70
　　　ＩＰ電話　050—3160—6274
　　　電　　話　011—622—5231
　　　Ｆ　Ａ　Ｘ　011—622—5235

EVENT
INFORMATION

http://www.hokkaido.kokuyurin.go.jp/kyoku/

　

小
清
水
原
生

花
園
は
、
オ
ホ

ー
ツ
ク
海
と
濤と
う

沸ふ
つ

湖こ

に
挟
ま
れ

た
全
長
八
キ
ロ

ほ
ど
の
網
走
国

定
公
園
に
指
定

さ
れ
て
い
る
砂

丘
で
す
。

　

六
月
か
ら
八

月
に
か
け
て
、

エ
ゾ
ス
カ
シ
ユ

リ
、
エ
ゾ
キ
ス

ゲ
、
ハ
マ
ナ
ス

等
、
約
四
十
種

類
の
花
が
季
節

ご
と
に
咲
き
ほ

こ
り
、
小
高
い

砂
丘
か
ら
は
秀

峰
斜
里
岳
や
知

床
連
山
も
見
渡

す
こ
と
の
で
き

る
美
し
い
景
観

を
誇
る
風
景
林
で
す
。

　

こ
の
美
し
い
原
生
の
姿
は
、

砂
丘
の
真
ん
中
を
か
つ
て
駆
け

て
い
た
蒸
気
機
関
車
の
火
花
に

よ
る
野
火
や
、
放
牧
さ
れ
て
い

た
牛
馬
の
食
と
し
て
、
花
々
の

生
長
を
阻
害
す
る
雑
草
が
自
然

に
取
り
除
か
れ
て
い
た
か
ら
こ

そ
の
風
景
で
す
。

　

こ
れ
ら
が
な
く
な
っ
て
か
ら

は
美
し
い
花
々
が
衰
退
し
た
時

期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
十
数
年

ほ
ど
前
か
ら
美
し
い
植
生
を
復

元
す
る
た
め
「
小
清
水
原
生
花

園
風
景
回
復
対
策
協
議
会
」
が

設
立
さ
れ
、
支
庁
・
町
・
森
林

管
理
署
が
合
同
で
「
野
焼
き
」

を
毎
年
四
月
に
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
で
は
、
一
番
列
車
が
通
過

す
る
前
の
早
朝
に
実
施
す
る
野

焼
き
が
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
春
の
風

物
詩
と
な
っ
て
お
り
、
火
入
れ

後
の
一
面
の
焼
け
焦
げ
た
丘
が

ひ
と
月
後
に
は
色
鮮
や
か
な
花

が
咲
き
乱
れ
る
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

は
美
し
さ
と
と
も
に
、
自
然
の

強
さ
を
実
感
し
ま
す
。

　

国
定
公
園
で
も
あ
る
原
生
花

園
風
景
林
は
、
多
く
の
人
々
の

努
力
に
よ
り
守
ら
れ
た
美
し
い

自
然
公
園
で
す
の
で
是
非
一
度

足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の　
　
　

紹
介

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の　
　
　

紹
介

森森

小
清
水
原
生
花
園

網
走
南
部
森
林
管
理
署

花々の群落を守るための「野焼き」

●列車：ＪＲ釧網本線 原生花園
駅（夏期のみの臨時駅）下車。同
駅をはさむ藻琴〜浜小清水間には
道路とレール双方の走行が可能な
ＤＭＶが試験走行しています。
●バス：網走バスターミナル〜原
生花園前バス停下車（30分）
●車：網走市から16㎞（20分）・
女満別空港から32㎞（40分）

●ACCESS●
アクセス

小清水原生花園


